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研究テーマ

本研究では、「歌舞伎」の十八番作品である『助六由縁江戸桜』の
舞台における音効果に着眼して研究を進めた。



調査した項目

・歌舞伎の成立と舞台における音効果の歴史について由縁江
戸桜について』
・『助六由縁江戸桜』の作品概要

・舞台で使用される楽器・演出について

・特徴的な音効果

・キャラクターにみる音効果



舞台における音文化の歴史

人形浄瑠璃が始まった享保時代から、
『助六由縁江戸桜』で使用されているよう
な「下座音楽」、「清元節」など複雑なメロ
ディーをもつ舞台音楽が使用されるよう
になる

初期の歌舞伎から野郎歌舞伎の成立した元禄時代までは、太鼓や笛、三
味線のハジキしか使われていない単音の演出

野郎歌舞伎の発展によってはじめて「江戸長唄」の元が生まれた



舞台における音文化の歴史
浄瑠璃から影響を受けた、メロディーに物語性のある河東節の誕生

市川家による「助六物」の舞台で演出として利用されるようになる

音楽の要素が濃く加わることで、文字通りに「歌・舞・伎」の舞台芸術となった

歌舞伎の歴史がすすむとともに、歌舞伎の音楽も変遷

演出効果にも幅が広がっていき、様々な舞台音響効果が作られた



『助六由縁江戸桜』作品概要

助六由縁江戸桜
「歌舞伎十八番」の内の一つで、正徳3（1713）年、山村座にて二代目市川團
十郎により初演された『花館愛護櫻』が始まりで、変遷をし現在の助六由縁江
戸桜の舞台の形になった。

あらすじ
ストーリーは、主人公の助六が三浦屋の侠客となって、源氏の宝刀で
ある友切丸を探し出すため吉原に出入りしていた。三浦屋の花魁の揚
巻と恋仲になった助六は、吉原で豪遊する意休という老人が、友切丸
を持っていることを聞きだし、奪い返すという話である。



特徴的な音効果

拍子木～木とツケ～①

舞台の進行をすべて拍子木の合図によって
従って行う

舞台の音効果の繋がり



特徴的な音効果

助六が見栄を切る場面拍子木による「ツケ」が打たれる

「チョン・チョン・チョン・・・」という音により役者のストップモーション
が強烈に印象づけられる。

拍子木～木とツケ～②



特徴的な音効果

下駄①
古くから、日本の伝統芸能において「踏む」という行為は重く扱われ
てきた

足拍子の音が大きければ大きい程強力だという考えがあったから
である

歌舞伎に舞台の演出においても足拍子の強調の影響がある

下駄の足拍子の音響効果は遊女の動きの重厚さ
を表すことにも役に立っている

「三枚歯下駄」

これを履き歩きこなす事が吉原の花魁のステータ
スの証拠



特徴的な音効果

下駄②

助六の動きによる足拍子と「河東節」の音の掛け合い

下駄による足拍子の強調＝主人公の助六の力強さ

下駄による音響効果
キャラクターの性質
動きの強調
伴奏音楽への相乗効果



音効果からみるキャラクター

助六

助六の登場の場面【出端の唄】
非常に優雅な伴奏に合わせ、大胆な動きで舞う助六

物語における存在感と、江戸っ子の粋の象徴である魅
力が十分に伝わる演出



音効果からみるキャラクター

揚巻と花魁

５人の花魁と揚巻の間で階級の違いを演出

揚巻が歩む場面でのみ、大太鼓を打ち鳴らす

動きに豪華さをだして、吉原の傾城である、揚巻の美し
さや豪華さを強調



意休

音効果からみるキャラクター

物語における敵役＝音効果も変化

伴奏音楽が半音下がる

助六とくらべ下駄による足拍子による音効果が小さい
→物語の最後で意休は打たれる（負ける）

キャラクターの強さの違いが見える



門兵衛と福山のかつぎ

音効果からみるキャラクター

門兵衛と担ぎ屋富吉の言い争いの場面の際、わざと
らしい足踏みで踏み鳴らす担ぎ屋富吉

コミカルな動きと大胆な足踏み

音と動きの相乗効果で場面の滑稽さに拍車をかけて
いる



結論

音の演奏表現→場面の舞台の空気を作り出す

→観客を舞台の世界観に引き込む

→登場人物の身分や性質、感情、状況を表現

特徴的な音響効果→下駄を利用して音響効果

『助六由縁江戸桜』の音効果＝役者のセリフ・唄・環境音・沈

黙→一つのまとまった舞台音楽
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